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【背景・目的】日本は災害大国であり，南海トラフ地震や首都直下型地震への備えが重要視されてい

る．災害被害を最小限に抑え早期復興するには，地域コミュニティにおける自助・共助が重要である．

例年，在留外国人および外国人留学生は増加している一方，日本に来る外国人は被災経験が少なく，

基本的な食料・水の確保や連絡手段，避難所やハザードマップの知識が不足していると考えられる．

そこで本研究は，留学生の防災意識の関連要因を明らかにし，大学が提供する防災教育や支援の改善

案を検討することを目的とする． 

【方法】2024 年 6〜10 月に在日留学生を対象に Web アンケート調査を実施した．調査項目は基本属

性，防災意識尺度（A〜E スコア），SC関連項目などで構成した．防災意識尺度得点を高値群・低値群

に分け，IBM SPSS Statistics 29 を用いて，属性・防災行動・SCとの関連をクロス集計とχ²検定で

分析した． 

【結果】対象者は 113名で，男性 36 名（31.9%），女性 75 名（66.4%），その他 2 名（1.8%）であった．

年齢は 20〜24 歳が最も多く（58.4%），国籍は中国が 68.1%であった．被災経験は未経験が 55.8%であ

った．防災意識尺度総合点の高低とアルバイト有無（p = 0.002），相談相手（p = 0.005）に有意な

関連があった．B スコア（災害の危機感），C スコア（他者指向性），D スコア（災害関心），E スコア

（不安）の高低とアルバイト有無，賃貸かどうかにも有意な関連がみられた（p < 0.05）．防災意識

尺度総合点と SC 統合指数には有意な関連がなかったが，E スコアと SC 統合指数，B スコアと 3 つの

SC 指数，Dスコアと信頼指数の間には有意な関連がみられた（p < 0.05）． 

【考察】結果から，留学生の防災意識形成には文化的背景よりも生活環境（アルバイト有無，居住形

態）が影響している可能性が示唆された．また本研究では，先行研究でみられた SC の高さと防災力

の関連は示されなかったが，これは研究対象者の災害経験の有無がもたらす備えの充実さの程度であ

る可能性が考えられる．一方，SCの個別要素（交流，信頼，社会参加）は防災意識の各側面と関連し，

日常的な交流や信頼関係を通じて危機感や協力意識が高まることが示唆された．今後は，より多様な

国籍や文化的背景を持つ留学生を対象に，防災意識形成の共通性と文化特異性を明らかにする必要が

ある． 
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